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ここに、  ssA ：細片の面積 (mm2)  

ssj ：細片の中心での応力度 (N/mm2) 
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ここに、   ：地震時受働土圧強度（kN/m2
 ）

  ：地震時受働土圧（kN/m）

   ：地震時受働土圧係数 
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ここに、  ssA ：細片の面積 (mm2)  

ssj ：細片の中心での応力度 (N/mm2) 

sn：側鉄筋の分割数
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ここに、 𝑀 ：ひび割れモーメント (N･mm) 

 eA   ：コンクリートの換算断面二次モーメント (mm4) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図-21.4-3 段落高き W と単位幅当たり最大後方取水量 qmax との関係＊13 

 

 

 

土砂吐き流入口の限界水深 ch  、単位幅流量 eq は、   23 /20,/20 gdqgdh ec    であり、 d ＝ 0.30 

m、 g  ＝9.8 m/s2を代入すれば、 ch  ＝ 0.612 m、 eq  ＝ 1.5 m3/s/m となる。また導流壁の高さは H  

＝ 1.5 m、 ch  ＝ 0.918 m である。 
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ここに、 𝑀 ：ひび割れモーメント (N･mm) 

 eI   ：コンクリートの換算断面二次モーメント (mm4) 
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図-21.4-3 段落斜面高さW と単位幅当たり最大後方取水量 q max との関係＊13 
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